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い
ざ
、
東
北
沿
岸
へ

―
自
衛
隊
岩
手
地
方
協
力
本
部
・
本
部
長
と
共
に
（
そ
の
３
）

―田
　
　
中

　
　
伯

　
　
知

（
１
）
は
じ
め
に

―
「
危
機
管
理
の
社
会
学
」（ S

o
c
io

lo
g
y o

f E
m

e
rg

e
n
c
y M

a
n
a
g
e
m

e
n
t 

） 

�

の
研
究
の
背
景
と
経
緯
及
び
そ
の
条
件

―

　
災
害
は
、
わ
れ
わ
れ
の
社
会
が
抱
く
「
問
題
」
や
「
矛
盾
」
を
赤
裸
々
に
暴
き
出
す
。
平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
３
月
11
日
午
後
２
時

46
分
、
東
北
地
方
太
平
洋
沿
岸
の
各
地
域
は
わ
が
国
観
測
史
上
最
大
の
大
地
震
・
大
津
波
に
襲
わ
れ
、
未
曾
有
の
大
被
害
に
見
舞
わ
れ
た
。

い
わ
ゆ
る
、
東
北
地
方
・
太
平
洋
沖
地
震
（「
東
日
本
大
震
災
」）
で
あ
る
。
因
み
に
、
今
回
の
東
北
地
方
・
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
り
わ
が

国
が
受
け
た
被
害
の
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
死
者
１
万
５
８
５
４
名
、
関
連
死
（
日
本
経
済
新
聞
社
纏
め
）
１
４
０
７
名
、
行
方
不

明
３
１
５
５
名
、
負
傷
２
万
６
９
９
２
名
、
避
難
34
万
３
９
３
５
名
、
建
物
全
半
壊
38
万
３
２
４
６
戸
を
始
め
イ
ン
フ
ラ
被
害
は
16
・

９
兆
円
に
上
る
（『
日
本
経
済
新
聞
』（
朝
刊
）
平
成
24
年
３
月
11
日
参
照
）。

　
今
回
の
大
震
災
は
、
わ
が
国
に
潜
む
様
々
な
社
会
的
・
政
治
的
・
経
済
的
・（
宗
教
の
あ
り
方
を
含
め
）
文
化
的
「
問
題
」
を
先
鋭
に

映
し
出
し
た
。
な
か
で
も
、
既
存
の
学
問
の
あ
り
方
を
始
め
、
現
代
日
本
に
お
け
る
思
惟
・
思
考
の
あ
り
方
（
言
い
換
え
れ
ば
、「
自
然
」
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「
災
害
」「
生
命
」「
人
間
」「
絆
」「
生
き
が
い
」「
宗
教
」「
哲
学
」「
科
学
」「
安
全
」「
近
代
化
」
等
を
め
ぐ
る
根
本
的
問
題
の
捉
え
方
）

が
大
き
く
問
わ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、「
人
」
が
生
き
て
い
く
こ
と
の
「
意
味
」（
も
し
く
は
わ
れ
わ
れ
の
「
命
」
そ
の

も
の
の
あ
り
方
）
が
厳
し
く
問
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
筆
者
の
関
心
領
域
で
あ
る
、
社
会
学
的
調
査
及
び
研
究
（ 

S
o
c
io

lo
g
ic

a
l

　R
e
-

se
a
rc

h
 

）
の
分
野
に
お
い
て
も
然
り
で
あ
る
。

　
言
い
換
え
れ
ば
、
東
北
地
方
・
太
平
洋
沖
地
震
（「
東
日
本
大
震
災
」）
は
日
本
人
の
自
然
観
、
人
間
観
、
死
生
観
、
宗
教
観
、
災
害
観

等
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
震
災
後
、
防
災
関
係
者
の
中
か
ら
政
策
立
案
の
点
を
含
め
社
会
学
へ
の
強
い
期
待
が
示
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　
東
北
地
方
・
太
平
洋
沖
地
震
の
「
現
実
」
と
そ
の
「
結
果
」
を
通
し
て
、
戦
後
の
経
済
復
興
の
上
に
「
安
住
」
し
、
狭
い
経
済
的
利
害

（
あ
る
い
は
「
功
利
的
打
算
」）
に
の
み
「
集
注
」
し
て
い
た
「
日
本
」
は
、
近
代
以
降
か
っ
て
な
い
程
の
厳
し
い
問
い
か
け
の
も
と
に
置

か
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
今
日
ま
で
、
こ
の
大
地
震
と
の
「
闘
い
」
を
通
し
て
多
く
の
有
意
な
思
惟
・
思
考
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き

た
。（
こ
の
よ
う
な
状
況
を
背
景
に
）
社
会
科
学
の
研
究
領
域
に
お
い
て
は
、
地
震
、
津
波
、
台
風
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
、
干
ば
つ
、
伝
染
病
、

社
会
的
騒
擾
、
世
界
恐
慌
、
テ
ロ
、
武
力
紛
争
・
戦
争
等
の
災
害
因
（D

isa
ste

r
 A

g
e
n
ts

）
が
も
た
ら
す
潰
滅
的
「
破
壊
」
か
ら
、
① 

社
会
シ
ス
テ
ム
（
の
「
全
体
」
又
は
「
部
分
」）
及
び
そ
の
機
能
の
積
極
的
保
全
・
保
持
を
始
め
、
② 

個
人
の
生
存
（「
部
分
」）
を
守
る

術
（「
対
応
」）
に
つ
い
て
、
従
前
に
も
ま
し
て
、
真
摯
な
施
策
―
単
な
る
論
理
的
・
形
式
的
思
考
を
超
え
て
、
大
災
害
か
ら
日
本
と
そ
の

文
化
を
守
る
た
め
に
現
状
に
適
っ
た
、
① 

実
証
的
・
合
理
的
内
容
（
意
味
）
を
抽
出
す
る
こ
と
の
出
来
る
調
査
研
究
を
始
め
、
②
具
体

的
な
（
災
害
の
）「
事
前
対
応
」
の
あ
り
方
等
―
が
強
く
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
震
災
発
生
か
ら
３
年
半
を
迎
え
た
平
成
26
年
（
２
０
１
４
年
）
９
月
11
日
現
在
、
死
者
１
万
５
８
８
９
名
、
行
方
不
明
者
２
６
０
１
名

（
警
察
庁
調
）、
ま
た
岩
手
、
宮
城
、
福
島
の
３
県
で
仮
説
住
宅
な
ど
に
暮
ら
す
避
難
者
は
約
19
万
名
、
県
外
に
避
難
し
て
い
る
人
は
約

５
万
５
６
３
６
名
に
上
る
。
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＊�

発
災
当
初
（
２
０
１
１
年
３
月
17
日
）
に
お
け
る
、
陸
上
自
衛

隊
岩
手
駐
屯
地
（
第
９
特
科
連
隊
等
）
及
び
航
空
自
衛
隊
山
田

分
屯
地
各
部
隊
の
出
動
地
域
。
今
回
の
東
北
地
方
・
太
平
洋
沖

地
震
に
お
け
る
自
衛
隊
の
初
動
対
応
（「
対
処
」）
を
考
え
る
上

で
、救
援
の
主
力
で
あ
る
地
元
駐
屯
地
の
自
衛
隊
そ
の
も
の
が
、

さ
ら
に
そ
の
家
族
の
多
く
が
甚
大
な
被
害
を
受
け
て
い
た
こ
と

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
因
み
に
、
陸
・
海
・
空
３
自
衛
隊
を

通
し
て
、「
家
族
が
被
災
し
た
隊
員
」
の
数
は
３
７
４
名
、「
被

災
家
族
で
亡
く
な
っ
た
方
」
は
３
４
４
名
、「
負
傷
者
」
は
51　
名
、

「
安
否
不
明
者
」
は
１
２
１
名
に
上
る
（
平
成
23
年
７
月
１
日
、

陸
上
自
衛
隊
東
北
方
面
総
監
・
君
塚
栄
治
陸
将
発
表
。
尚
、
上

記
の
数
字
の
差
し
引
き
が
合
わ
な
い
の
は
、１
人
の
隊
員
が「
両

親
を
失
う
」場
合
等
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
）。ま
さ
に
、

自
衛
隊
は
国
家
（
囻
）、
国
民
（「
日
本
」）
に
と
っ
て
「
最
後

の
砦
」
で
あ
っ
た
。（
田
中
伯
知
『
勇
気
と
寡
黙
そ
し
て
祈
り

―
東
北
地
方
・
太
平
洋
沖
地
震
に
お
け
る
陸
上
自
衛
隊
の
被
災

者
支
援
―
』 

２
０
１
３
年 

早
稲
田
大
学
危
機
管
理
研
究
会
報

告
書
・「
平
成
24
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
」
研

究
の
報
告
書
を
参
照
）。

図１　岩手県内の部隊展開状況（発災当初）
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写真１－１　県庁４階（盛岡）に設けられた岩手県災害対策本部で連絡・調整に

当たる海上保安庁職員（手前）と陸上自衛隊（奥）。例えば、「新潟県中越地震」

（2004年《平成16年》10月23日17時56分）の発災に際し、中山間地住民の救

助において自衛隊、警察、消防等の間でヘリの「運用」をめぐって積極的な

調整（「組織間調整」）が行われた。さらに、宮城県沖地震を想定した（県と

自衛隊との）「対処演習」の成果も手伝い、今回の東北地方・太平洋沖地震

では、これまでの「経験」をもとに自衛隊を中心に災害対応手段・資源（人

員・能力、機材・器材、組織的体験等の〈resources〉）の組織間における効

率的運用が図られた。社会学視点から見て、とくに災害の「衝撃期」におけ

る救援機関の「組織的連関」（「組織間対応」、「組織間調整」）のあり方が重

要な分析の焦点となる（田中伯知『自然災害に対する自衛隊等の組織的対応

の比較分析―阪神・淡路大震災、新潟県中越地震、中国・四川大地震等を事

例に―』 2010年 早稲田大学危機管理研究会報告書・早稲田大学総合研究機

構災害研究所報告書を参照）。

� 田中伯知撮影（2011年４月４日　12時42分）
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写真１－２　県庁４階（盛岡）に設けられた岩手県災害対策本部で連絡・調整に当たる
盛岡消防本部の職員。災害時の組織的意思決定には、自衛隊、海上保安庁等国家レ
ベルの組織的対応（「救援」）に加えて、地元消防本部のような地域レベルの災害関
連組織のもつ対応手段・資源（人材・能力、器材、経験、様々な地域情報の蓄積等）
が重要となる。現実的視点から見れば、経済大国であり、技術大国であるわが国の
災害対応能力は極めて優れていると言ってよい。一般に、いずれの国においても軍
事型組織・軍隊は、①その自己完結性、②陸海空における機動展開能力、③装備資
器財の保有、④訓練及び経験、⑤偵察等を始めとする情報収集能力、⑥野外等での
医療展開能力、⑦被災地における治安・警備活動（機能）などの点で、災害対応組
織及び応急救援組織の主力となる（田中伯知 「いざ、東北沿岸へ―自衛隊岩手地方
協力本部・本部長と共に―」 『早稲田大学高等学院研究年誌』 第58号 参照））。この
点で、自衛隊の災害派遣活動は法的枠組みばかりか、現実の支援活動の実績の点か
らも、国際社会から高い評価を受けている。また、社会学的視点及び考察からは、
自衛隊を始めとした各災害対応組織（とくに、地域行政、警察、海上保安庁、消防
組織、気象機関、医療組織、民間の陸・海・空各輸送機関等）が持つ「資源」（「手段」）
や「能力」を有効に投入（活用）するため、事前の組織的対応及び組織間対応（「組
織的連関」）のあり方を研究し、常に「訓練」しておく必要があると言える。戦後
の日本に最も欠如しているものは、大規模な社会崩壊、様々なシステム機能の解体
（「災害」）に有効に対処するための組織的・組織間的枠組みである。（1995年１月17
日に発災した「阪神・淡路大震災」の教訓が示しているように）被害の拡大を阻止
する上で、救援組織の主力たる自衛隊と行政を中心とした組織間の「対応」（活動）
がうまく「働く」かが重要な決め手となる。まさに、この点にこそ自衛隊が国民と
国家（「日本」）にとって「最後の砦」であると言われる所以がある（① 田中伯知
著『災害と自衛隊―危機管理の論理―』 1998年 芦書房、② 田中伯知『災害と社会
構造』1998年 芦書房 ③ 田中伯知編著『災害と軍事革命』 2005年 自由社、④田中
伯知『勇気と寡黙そして祈り―東北地方・太平洋沖地震における陸上自衛隊の被災
者支援―』 2013年 早稲田大学危機管理研究会報告書・「平成24年度文部科学省科学
研究費補助金」研究の報告書等を参照）。田中伯知撮影（2011年４月４日　12時42分）



―92―

写真２－１　岩手県庁（盛岡）12階の講堂（当時）に展開した陸上自衛隊第９師

団司令部（青森駐屯地）。田中伯知撮影（2012年４月４日　13時42分）

写真２－２　岩手県庁12階の司令部（人員約60名）で各幕僚の指揮をとる陸上自

衛隊第９師団幕僚長・山本敦督一等陸佐。同師団は、主に岩手県南部地域（山

田町、釜石市、陸前高田市を含む沿岸部全域）の支援活動に当たった。救援

部隊の主力となる師団の「司令部」が県庁舎内で活動することは、県・災害

対策本部との連絡・調整（自衛隊と県との「組織間対応」）を容易にした。

越野修三・岩手県総務部総合防災室防災危機管理監は、自衛隊と県とのこう

した対応事例を「岩手モデル」と称した。今後の災害対応の在り方を考える

上で貴重な事例といえる。� 田中伯知撮影（2011年４月４日　13時21分）
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写真２－３　岩手県庁（盛岡）12階の講堂（当時）に展開した陸上自衛隊第９師

団司令部（青森駐屯地）の各幕僚。写真の右端及び中央の机上に白い衛星通

信システムの端末が見える。こうした第９師団司令部の積極的前進・展開に

より、師団の① 情報収集、② 「県」との意見調整、③ 地震・津波災害への

組織的「対処」（「組織的対応」）等のすばやい「動き」（responses）が可

能となった。従来のように、師団司令部から連絡幹部（LO）を県庁に派遣

し調整をとるのとは異なり、身近で、知事の「顔色」を見ながら判断を下し

たり、知事の「肌」を感じ取りながら事を決する事が出来るため、「本当に、

知事がそんな事を言っているのか」などと思う必要もなく、迅速な「対処」（「意

思決定」）が行えた。今回の東北地方・太平洋沖地震では、上記のような〈衝

撃期〉における自衛隊と行政との新たな組織間調整（「組織間対応」）の実例

（「あり方」）が抽出された。社会学的視点から捉えて極めて興味深い。

� 田中伯知撮影（2012年４月４日　13時21分）



―94―

写真２－４　陸上自衛隊第９師団の「作戦」を支えた海上自衛隊の「衛星通信」

システム（岩手県庁舎前広場に、３月28日から４月８日まで展開された）。

今回の東北地方・太平洋沖地震では、発災当初、第９師団司令部と隷下各部

隊との間の通信システムに負荷がかかり、結果的に、この問題は上記の「衛

星通信」システムの導入等によって解消された。同時に、このシステムを使っ

て防衛省の６回線（内線）を同司令部の中に引き込み、自衛隊は活発な組織

的対応（「救援活動」）を展開した。一方、自衛隊の「災害派遣」と「装備」

のあり方を考える場合、自衛隊の装備は、あくまで「防衛」のためにあると

いう点を忘れてはならない。言わば、日本の安全保障と自立（独立）を確保

するためにあるわけである。自衛隊があくまで「自己完結型組織」（「軍事型

組織」）であるからこそ、災害時における自衛隊の活動が容易になるといえる。

この点こそが、消防組織、警察組織等との根本的違いであり、「自己完結型

組織」としての自衛隊だけに見られる特徴である。言わば、自衛隊の「装備」

を自然災害の対応に特化してしまう危険性を回避しなければならないと言え

る。� 田中伯知撮影（2011年４月４日 12時39分）
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写真３－１　岩手県陸前高田市立学校給食センター正面玄関。同センター施設並

びに敷地内には、発災直後に展開した陸上自衛隊第９師団第５普通科連隊指

揮所に並んで、仮市庁舎、岩手銀行・「高田支店」等の金融機関（「プレハブ

建」）が立ち上がっていた。

� 田中伯知撮影（2011年４月５日午前　９時28分）

図２　東北地方・太平洋沖地震における陸上自衛隊 

各師団・旅団の展開状況

作成：陸上自衛隊東北方面隊
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本
稿
は
、
社
会
シ
ス
テ
ム
の
崩
壊
・
解
体
を
生
み
出
す
災
害
へ
の
事
前
対
応
を
練
る
と
い
う
喫
緊
の
課
題
を
も
と
に
、
平
成
８
年
４
月

に
発
足
し
た 

①
早
稲
田
大
学
社
会
科
学
研
究
所
（
現
・
早
稲
田
大
学
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
セ
ン
タ
ー
）
危
機
管
理
部
会
（
部
会
主
任
・

田
中
伯
知
、
平
成
８
年
４
月
～
平
成
12
年
３
月
）
に
お
け
る
研
究
の
経
緯
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
既
存
の
社
会
科
学

の
研
究
領
域
の
中
で
「
危
機
」
や
「
変
動
」
と
い
っ
た
概
念
を
分
析
の
基
軸
と
し
、
こ
れ
に
よ
り
社
会
学
の
応
用
領
域
、
あ
る
い
は
個
別

研
究
領
域
の
一
端
に
実
証
科
学
と
し
て
の
「
危
機
管
理
の
社
会
学
」（
領
域
社
会
学
、
部
門
別
社
会
学
）
の
「
創
出
」
を
企
図
す
る
も
の

で
あ
る
。

　
現
在
、
本
研
究
の
系
譜
は 

早
稲
田
大
学
総
合
研
究
機
構
災
害
研
究
所
（
所
長
・
今
村
浩
社
会
科
学
部
教
授
、
副
所
長
・
田
中
伯
知
、

平
成
17
年
４
月
～
平
成
22
年
３
月
）、及
び
早
稲
田
大
学
危
機
管
理
研
究
会
（
代
表
・
田
中
伯
知
、早
稲
田
大
学
研
究
推
進
部
所
管
）
に
よ
っ

て
継
承
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　
一
般
に
、
テ
ロ
や
紛
争
、
地
震
・
津
波
、
伝
染
病
、
社
会
的
騒
擾
な
ど
か
ら
生
じ
る
社
会
シ
ス
テ
ム
の
機
能
の
急
激
な
停
止
・
解
体
と

い
っ
た
現
象
は
、
社
会
学
を
始
め
社
会
科
学
全
般
の
理
論
と
手
法
を
実
証
的
観
点
か
ら
検
証
す
る
機
会
を
も
た
ら
す
。 

そ
の
た
め
、
本
稿

で
は
東
北
地
方
・
太
平
洋
沖
地
震
（「
東
日
本
大
震
災
」）
に
お
け
る
自
衛
隊
（
地
震
・
津
波
災
害
に
お
け
る
「
救
援
組
織
の
主
力
」）
の

組
織
的
対
応
に
関
わ
る
諸
事
例
を
、
社
会
学
的
視
点
に
立
ち
出
来
る
限
り
「
類
型
」
的
に
描
写
し
た
。 

こ
れ
に
よ
り
、「
衝
撃
期
」
を
始

め
災
害
時
に
お
け
る
人
間
社
会
の
「
対
応
」（R

e
sp

o
n
se

s
）
を
実
証
的
に
捉
え
る
た
め
の
有
効
な
事
例
や
デ
ー
タ
等
を
記
録
し
、
収
集

す
る
こ
と
に
努
め
た
。
写
真
等
の
記
録
資
料
を
多
用
し
た
の
は
、
こ
の
た
め
で
あ
る
。

　
一
般
に
、
災
害
時
に
お
け
る
組
織
的
対
応
を
取
り
扱
っ
た
事
例
研
究
の
多
く
は
、
当
該
組
織
と
そ
の
行
動
に
関
す
る
一
定
の
「
情
報
」

を
含
ん
で
は
い
る
が
、
体
系
的
な
比
較
や
統
計
解
析
に
耐
え
る
ほ
ど
精
緻
な
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、（
従
来
の
伝
統
に
従
い
）

本
稿
で
は
災
害
時
に
お
け
る
自
衛
隊
の
「
組
織
的
対
応
」
及
び
行
政
や
他
の
組
織
と
の
「
組
織
間
対
応
」
の
体
系
的
理
解
に
繋
が
る
事
例

等
の
紹
介
を
積
極
的
に
行
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
写
真
等
の
記
録
資
料
を
通
し
て
自
衛
隊
に
お
け
る
部
隊
等
の
諸
組
織
が
ど
の
よ
う
に
動
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員
さ
れ
、
ま
た
管
理
さ
れ
た
か
。
さ
ら
に
、
他
の
組
織
や
集
団
と
の
協
力
が
ど
の
よ
う
に
し
て
行
わ
れ
た
の
か
等
に
焦
点
を
当
て
た
。
言

わ
ば
、本
分
析
に
と
っ
て
自
衛
隊
が
「
衝
撃
期
」
に
お
い
て
と
っ
た
組
織
的
対
応
が
ど
の
様
な
も
の
で
あ
っ
た
か
が
重
要
な
争
点
と
な
る
。

具
体
的
に
は
、 

①
動
員
の
迅
速
さ
の
度
合
い 

②
内
部
的
統
合
（
凝
集
性
）
の
程
度 

③
他
の
組
織
と
の
関
係
（
性
）
と
協
力
の
程
度
、
④

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
用 

④
任
務
の
理
解 

⑤
組
織
的
対
応
に
伴
う
ニ
ー
ズ
の
認
知 

⑤
救
援
・
支
援
活
動
（「
作
戦
」）
の
自
己
評
価
、
⑥

部
隊
の
訓
練
と
実
力
、
⑦
災
害
の
経
験
、
⑧
事
前
の
準
備
状
況
（
事
前
対
応
）
の
程
度
な
ど
、
に
関
わ
る
具
象
的
「
情
報
」
の
収
集
が
肝

要
と
な
る
。

　
こ
の
点
こ
そ
が
、
本
研
究
（「
勇
気
と
寡
黙

―
東
北
地
方
・
太
平
洋
沖
地
震
に
お
け
る
陸
上
自
衛
隊
第
９
師
団
・
第
２
師
団
の
被
災

者
支
援
」（『
早
稲
田
大
学
高
等
学
院
研
究
年
誌
』
第
56
号
）、
及
び
「
い
ざ
、
東
北
沿
岸
へ

―
自
衛
隊
岩
手
地
方
協
力
本
部
・
本
部
長

と
共
に

―
（
そ
の
１
～
２
）」）（『
早
稲
田
大
学
高
等
学
院
研
究
年
誌
』
第
57
号
、
第
58
号
）
の
一
連
の
内
容
を
特
徴
づ
け
る
も
の
で
あ

る
。

　
そ
こ
で
は
、
同
時
に
東
北
地
方
・
太
平
洋
沖
地
震
の
「
衝
撃
期
」
に
お
け
る
自
衛
隊
の
組
織
的
対
応
の
問
題
に
関
わ
る
諸
事
例
を
と
り

集
め
、
そ
こ
か
ら
引
き
出
さ
れ
る
自
衛
隊
の
組
織
的
特
性
と
活
動
（「
作
戦
」）
と
の
相
関
性
を
捉
え
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

　
言
い
か
え
れ
ば
、
本
研
究
の
根
本
的
主
旨
・
意
図
は
、
東
北
地
方
・
太
平
洋
沖
地
震
の
「
衝
撃
期
」
に
お
い
て
、
①
「
行
政
」（
日
本

の
場
合
、
主
に
県
・
災
害
対
策
本
部
）
や
救
援
の
主
力
た
る
「
自
衛
隊
」
の
組
織
的
対
応
、
及
び
② 

こ
の
両
者
の
組
織
間
対
応
を
社
会

学
的
視
点
（「
災
害
の
社
会
学
研
究
の
枠
組
み
」）
か
ら
捉
え
、「
衝
撃
期
」
に
お
け
る
組
織
的
対
応
・
組
織
間
対
応
（R

e
sp

o
n
se

s

）
の

あ
り
方
を
実
証
的
に
分
析
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　
自
衛
隊
岩
手
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
髙
橋
俊
哉
一
等
陸
佐
）
は
、
地
震
発
災
後
の
３
月
30
日
（
水
曜
日
）、
犠
牲
を
い
と
わ
ず
被

災
地
で
黙
々
と
支
援
活
動
を
続
け
る
自
衛
隊
各
派
遣
部
隊
・
隊
員
、
及
び
そ
の
家
族
を
激
励
し
、
さ
ら
に
自
衛
隊
の
救
援
活
動
に
対
す
る



―98―

国
民
の
理
解
と
協
力
と
を
求
め
、
全
国
民
に
向
け
次
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
た
。

『�

３
月
11
日
、
午
後
２
時
46
分
頃
、
国
内
観
測
史
上
最
大
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
の
地
震
が
発
生
。
太
平
洋
沿
岸
に
大
津
波
が
押
し
寄

せ
た
。
岩
手
地
方
協
力
本
部
は
、
地
震
が
発
生
す
る
と
直
ち
に
県
・
担
当
市
役
所
・
町
村
役
場
に
連
絡
員
を
配
置
し
、
派
遣
部
隊
主
力

が
到
着
す
る
ま
で
勤
務
し
た
。
岩
手
駐
屯
各
部
隊
は
、速
や
か
に
災
害
派
遣
準
備
を
行
い
、災
害
の
甚
大
な
各
担
当
隊
区
に
駆
け
つ
け
た
。

陸
自
は
当
初
、
被
災
地
域
で
情
報
収
集
、
人
命
救
助
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
、
給
食
・
給
水
支
援
活
動
等
を
実
施
。
引
き
続
き
人
員
・

物
資
輸
送
、
入
浴
等
の
生
活
支
援
活
動
を
実
施
中
で
あ
る
。
未
曾
有
の
被
害
に
よ
り
災
害
派
遣
活
動
は
、
長
期
化
が
予
想
さ
れ
る
が
、

自
衛
隊
は
、
国
民
と
一
体
と
な
っ
て
復
興
に
向
け
活
動
中
で
あ
る
。』（
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
通
し
て
、「
衝
撃
期
」
に
お
け
る
①
救
援
の

主
力
た
る
自
衛
隊
の
初
動
対
応
と
、
②
「
行
政
」
と
の
組
織
間
対
応
（「
調
整
」）
の
一
端
が
見
え
る
。（
傍
線
は
田
中
に
よ
る
））。（「
い

ざ
、
東
北
沿
岸
へ

―
自
衛
隊
岩
手
地
方
協
力
本
部
・
本
部
長
と
共
に

―
（
そ
の
１
～
２
）」『
早
稲
田
大
学
高
等
学
院
研
究
年
誌
』

第
57
号
、
第
58
号 

参
照
）。



―99―

写真３－２　陸上自衛隊第９師団第５普通科連隊第３科長（「作戦幕僚」）・岩上

隆安２等陸佐（右）と田中伯知（筆者）。左端の隊員は、同連隊運用訓練幹

部・今野正伸１等陸尉。陸前高田に展開した第５普通科連隊指揮所にて撮影。

同連隊の指揮所は、高台に位置し津波被害を免れた陸前高田市学校給食セン

ター内の配送車用車庫の中に設けられた。現在、この車庫は陸前高田市消防

署の施設となっている。３月11日の地震以来、東北地方太平洋沿岸地域に派

遣された部隊の多くは、白米と水、そして時折出される具のない味噌汁といっ

た「粗食」のため、野菜不足もあって隊員の体調不良が懸念される状況にあっ

た。� （2011年４月５日撮影）

写真３－３　第９師団第５普通科連隊指揮所。写真中央の隊員は今野正伸１等陸

尉。� 田中伯知撮影（2011年４月５日午前９時33分）
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写真３－４　第９師団第５普通科連隊の支援を受け、今野正伸１尉の案内で陸前

高田市内の調査・視察を行う。その時の陸前高田市内の様子。市内中心部は

「消失」しており、日中にもかかわらずほとんど人影がない。

� 田中伯知撮影（2011年４月５日午後12時50分）

写真３－５　陸前高田市学校給食センターに集積された支援物資の配送作業に従

事する第５普通科連隊の隊員。この時期になると、自衛隊は各地区の避難者

数を日々適格に把握しながら、「食糧」、「飲料水」等に加え、「粉ミルク」、「オ

ムツ」、「女性用衛生用品」等を被災者・被災地区に配給するなど、様々な支

援活動に従事していた。� 田中伯知撮影（2011年４月５日午前９時35分）
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写真４－１　陸前高田市立米崎小学校敷地に設営された陸上自衛隊第９後方支援

連隊補給隊（八戸駐屯地）の野外入浴システム（「青森ねぶたの湯」）。受付

台には、『けっぱれ！岩手』の張り紙が見え、陸上自衛隊・隊員の被災者・

住民に向けた労わりの念を感じる。写真の映像からは、被災者・被災地に温

かく「寄りそう」自衛隊の姿が読み取れる。日本全体の安全保障を担う「力

強い」自衛隊のこうした対応は、被災地とその住民にとって、限りない安心

感をもたらす。� 田中伯知撮影（2011年４月５日午後１時01分）

写真４－２　撮影されているのは、陸前高田市立米崎小学校敷地に設営された陸

上自衛隊の野外入浴システムの一部。一見、何の変てつもない光景にみえる

が、警察・消防組織等とはまったく異なった自衛隊というわが国の安全保障

を担う、軍事型組織のみに見られる「自己完結性」の一端が読み取れる。

� 田中伯知撮影（2011年４月５日午後１時02分）
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写真５－１　上空から捉えた陸前高田の市街地。左上斜めの長方形の大きな建物

は陸前市役所。既に道路の「啓開」作業が完了しており、自衛隊の組織的能

力の高さが分かる。平成23年10月10日～10月13日の期間、筆者は自衛隊岩手

地方協力本部の支援で岩手県沿岸部の2回目の「現地調査」を行った。同市

役所の内部は地震・津波被害に見舞われ、構造上の被害とは別に、１階から

最上階の各廊下や床にはかなりの量の砂礫が堆積しており、さらに徹底的な

破壊を被った市庁舎の中には、多くの行政資料を始め書簡類が散在していた。

� 田中伯知撮影（2011年４月５日午前９時09分）
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表１　東北における陸上自衛隊（部隊）の活動状況の概要

第２師団（司令部：北海道旭川市）

　第11�旅団（司令部：北海道札幌市）

の一部

＊�ただし、第11旅団の一部は、３月16

日福島県に前進し、「原発対応」に

当たっている。

岩手県北部沿岸

　久慈市、宮古市等

捜索・生活支援等

第９師団（司令部：青森市）

　第７�師団（司令部：北海道千歳市）

岩手県南部沿岸

　山田町、釜石市、

　陸前高田市等

捜索・生活支援等

第４師団（司令部：福岡市）

　第８�師団（司令部：熊本市）の一部

　第15�旅団（司令部：那覇市）の一部

宮城県北部沿岸

　気仙沼市、南三陸町等

捜索・生活支援等

第14旅団（司令部：善通寺市） 牡鹿半島北部地域

　女川町、石巻市

捜索・生活支援等

第５旅団（司令部：北海道帯広市） 牡鹿半島南部地域

　石巻市

捜索・生活支援等

第６師団（司令部：山形県東根市） 宮城県中央部

　東松島市、多賀城市、

　仙台市等

捜索・生活支援等

第10師団（司令部：名古屋市）

　第３師団（司令部：兵庫県伊丹市）

宮城県南部

　名取市、山元町等

捜索・生活支援等

第13旅団（司令部：広島県海田町） 福島県

　新地町、相馬市等

捜索・生活支援等

第12師団（司令部：群馬県榛東村）

　第１�空挺団(司令部：千葉県習志野

市）の一部

福島県

　福島市、南相馬市、

　いわき市等

捜索・生活支援等

中央即応集団隷下部隊

　　（司令部：東京都練馬区）

福島第１、第２原発 除染、原発対応

� 作成：田中伯知
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（
２
）
社
会
変
動
と
し
て
の
災
害

―
社
会
学
的
定
義

―

　
国
際
的
視
点
か
ら
み
て
、
災
害
の
社
会
学
的
研
究
（D

isa
ste

r S
o
c
io

lo
g
y

）
は
世
界
社
会
学
会
に
お
い
て
も
大
い
に
注
目
さ
れ
、

多
大
な
関
心
が
置
か
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
社
会
学
的
視
点
か
ら
み
て
も
っ
と
も
重
要
な
「
災
害
」
の
古
典
的
定
義
に
つ

い
て
言
及
し
た
い
。

　
一
般
に
、
災
害
は
「
社
会
シ
ス
テ
ム
を
崩
壊
し
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
個
人
を
と
り
巻
く
社
会
関
係
を
消
滅
さ
せ
る
と
同
時
に
、
人
び

と
の
個
人
的
資
産
を
奪
い
去
る
も
の
で
あ
る
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
社
会
学
的
観
点
か
ら
定
義
す
る
と
、
災
害
は
社
会
シ
ス
テ
ム
の
安

定
と
存
続
を
脅
か
す
も
の
と
し
て
規
定
で
き
る
。
こ
の
立
場
に
拠
る
と
、
災
害
は
①
人
間
や
事
物
に
対
す
る
被
害
と
、
②
発
生
の
突
発
性

と
急
激
性
と
い
う
２
点
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
る
。
こ
の
立
場
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
、
以
下
の
Ｃ
・
Ｅ
・
フ
リ
ッ
ツ
の
古
典
的
定
義
が

あ
る
。

社
会
ま
た
は
相
対
的
に
自
己
充
足
し
た
社
会
の
下
位
部
分
が
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
社
会
成
員
と
物
理
的
装
置
に
損
失
を
被
る
こ
と
に

よ
り
、
社
会
構
造
が
破
壊
さ
れ
、
社
会
の
基
本
的
機
能
ま
た
は
そ
の
一
部
が
崩
壊
さ
れ
る
と
い
っ
た
時
間
的
・
空
間
的
に
集
中
し
た
局

面
。

（C
h
a
rle

s, E
. F

ritz
, D

isa
ste

r, in
 R

o
b
e
rt K

. M
e
rto

n
 a

n
d
 R

o
b
e
rt A

.N
isb

e
t,e

d
s.,C

o
n
te

m
p
o
ra

ry
 S

o
c
ia

l P
ro

-

b
le

m
s: A

n
 In

to
ro

d
u
c
tio

n
 to

 th
e
 S

o
c
io

lo
y
 o

f D
e
v
ia

n
t B

e
h
a
v
io

r a
n
d
 S

o
c
ia

l D
iso

rg
a
n
iza

tio
n
,  H

a
rc

o
u
rt, 

B
ra

c
e
 a

n
d
 W

o
rld

, 1961,p
.655.

）

　
元
来
、
地
震
、
津
波
と
い
っ
た
自
然
の
脅
威
は
非
社
会
的
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、「
自
然
」
災
害
と
し
て
考
え
ら
れ
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る
事
象
は
、
当
該
社
会
の
「
構
造
」
を
規
定
す
る
統
計
的
・
経
済
的
・
政
治
的
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
条
件
（
変
数
）
な
ど

―
つ

ま
り
、
様
々
な
社
会
的
諸
条
件

―
と
の
相
互
作
用
の
結
果
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
広
く
社
会
学
的
視
点
に
立
っ
て
災
害
を
定
義
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
災
害
は
、
通
常
、
地
域
社
会
全
体
ま
た
は
そ

の
大
部
分
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
り
、既
存
の
社
会
シ
ス
テ
ム
が
急
激
に
そ
の
機
能
を
停
止
す
る
さ
い
に
生
起
す
る
現
象
と
い
え
る
。

つ
ま
り
、
災
害
は
（
自
然
現
象
を
含
む
）
様
々
な
災
害
因
が
生
み
出
す
社
会
崩
壊
・
社
会
解
体
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
意

味
で
、
災
害
を
経
験
し
た
地
域
社
会
は
急
激
な
「
変
動
」（S

o
c
ia

l C
h
a
n
g
e

）
を
被
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
家
族
、
近
隣
、
地

域
社
会
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
と
い
っ
た
様
々
な
社
会
組
織
が
災
害
に
よ
り
崩
壊
・
解
体
す
る
（「
い
ざ
、
東
北
沿
岸
へ

―
自
衛
隊
岩
手

地
方
協
力
本
部
・
本
部
長
と
共
に

―
」『
早
稲
田
大
学
高
等
学
院
研
究
年
誌
』
第
58
号
）。

　
よ
っ
て
、
本
研
究
の
企
図
は
、「
災
害
」（
社
会
シ
ス
テ
ム
の
解
体
、
及
び
日
常
の
生
活
機
能
の
急
激
な
停
止
と
い
っ
た
状
況
）
の
社
会

学
的
分
析
（
ま
た
は
、
よ
り
広
い
意
味
で
の
社
会
科
学
的
分
析
）
を
通
し
て
、
領
域
社
会
学
（
部
門
別
社
会
学
）
と
し
て
の
「
危
機
管
理

の
社
会
学
」（S

o
c
io

lo
g
y
 o

f E
m

e
rg

e
n
c
y
 M

a
n
a
g
e
m

e
n
t

）
の
理
論
と
手
法
を
探
求
す
る
こ
と
に
あ
る
。（
た
だ
し
、
わ
が
国
に
お

い
て
は
「
地
域
社
会
学
」、「
農
村
社
会
学
」、「
家
族
社
会
学
」、「
法
社
会
学
」
等
と
は
異
な
り
、
本
研
究
領
域
（「
危
機
管
理
の
社
会
学
」）

は
い
ま
だ
社
会
学
の
個
別
研
究
領
域
と
し
て
の
立
場
を
築
い
て
は
い
な
い
。）

　
研
究
史
上
、
米
国
で
は
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
ド
イ
ツ
、
日
本
に
対
す
る
戦
略
爆
撃
に
関
わ
る
調
査
研
究
等
を
契
機
に
、「
危
機
管
理

の
社
会
学
」（S

o
c
io

lo
g
y
 o

f E
m

e
rg

e
n
c
y
 M

a
n
a
g
e
m

e
n
t

）
の
前
身
と
な
る
災
害
の
社
会
学
的
分
析
（D

isa
ste

r S
o
c
io

lo
g
y

）

が
飛
躍
的
に
発
展
し
た
。
結
果
と
し
て
、
戦
後
、
研
究
水
準
の
点
で
敗
戦
国
と
な
っ
た
日
本
と
戦
勝
国
で
あ
る
米
国
と
の
間
に
大
き
な
隔

た
り
が
生
じ
た
。
こ
れ
は
、（
他
の
論
文
の
中
で
既
述
し
た
よ
う
に
）
① 

わ
が
国
に
お
け
る
研
究
者
の
不
足
に
加
え
、② 

（
研
究
者
の
「
関

心
」
領
域
の
違
い
を
始
め
）
両
国
の
社
会
学
研
究
に
お
け
る
伝
統
の
「
違
い
」、
さ
ら
に 

③ 

わ
が
国
に
お
け
る
実
証
的
事
例
や
デ
ー
タ

等
の
不
足
と
、
そ
こ
か
ら
く
る
④
理
論
的
分
析
（「
理
論
化
」）
の
遅
れ
、
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
の
点
に
留
意
し
、「
災
害
」
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の
社
会
学
的
分
析
に
必
要
な
諸
事
例
（
と
く
に
、
自
衛
隊
の
「
衝
撃
期
」
に
お
け
る
組
織
的
対
応
、
さ
ら
に
行
政
等
と
の
組
織
間
対
応
）

を
出
来
る
限
り
、「
類
型
」
的
手
法
を
援
用
し
て
詳
細
に
記
述
（
描
写
）
す
る
こ
と
に
努
め
た
。

　
社
会
学
的
視
点
に
立
て
ば
、（
地
震
、
津
波
、
干
ば
つ
、
伝
染
病
な
ど
の
）
自
然
災
害
（N

a
tu

ra
l D

isa
ste

r

）
や
（
テ
ロ
、
地
域
紛
争
・

戦
争
な
ど
の
）
社
会
的
災
害
（S

o
c
ia

l D
isa

ste
r

）
が
引
き
起
こ
す
社
会
シ
ス
テ
ム
の
急
激
な
機
能
の
停
止
や
解
体
（「
変
動
」）
と
い
っ

た
現
象
は
、
社
会
学
（S

o
c
io

lo
g
y

）
を
始
め
社
会
科
学
（S

o
c
ia

l S
c
ie

n
c
e
s

）
全
般
の
理
論
や
手
法
は
も
と
よ
り
、
既
存
の
社
会
規

範
や
制
度
の
中
に
潜
む
欠
陥
や
課
題
を
赤
裸
々
に
映
し
出
す
（
暴
き
出
す
）
と
い
っ
て
よ
い
。

　
一
般
に
、
行
政
組
織
の
災
害
対
応
行
動
を
例
に
と
る
と
、
災
害
の
「
衝
撃
期
」
の
段
階
で
は
、
① 

状
況
が
も
た
ら
す
緊
迫
性
、
② 

社

会
的
な
ス
ト
レ
ス
状
況
か
ら
生
じ
る
予
期
せ
ぬ
事
態
、
③ 

組
織
間
に
お
け
る
通
信
の
「
途
絶
」
な
ど
に
よ
り
、「
通
常
の
意
思
決
定
」
の

手
段
が
得
難
く
な
る
。
す
な
わ
ち
、
一
刻
を
争
う
「
対
応
」
が
も
の
を
言
う
（
求
め
ら
れ
る
）「
衝
撃
期
」
の
段
階
で
は
、
行
政
組
織
に

お
け
る
既
存
の
（
従
前
の
）「
意
思
決
定
」
の
様
式
が
一
時
的
に
「
停
止
」
す
る
と
い
っ
た
「
現
象
」
が
生
ま
れ
る
。
通
常
、
甚
大
な
被

害
に
見
舞
わ
れ
た
地
域
で
は
、
急
激
な
「
社
会
変
動
」（S

o
c
ia

l C
h
a
n
g
e

）
に
よ
っ
て
生
じ
る
社
会
的
緊
張
や
ス
ト
レ
ス
の
処
理
に
追

わ
れ
、
① 

現
行
の
社
会
規
範
の
緊
急
的
停
止
（
一
時
的
停
止
）
と
、
②
緊
急
社
会
シ
ス
テ
ム
の
規
範
（「
緊
急
的
対
応
（
対
処
）
に
則
し

た
規
範
」、 E

m
e
rg

e
n
t N

o
rm

）
の
強
化
と
が
求
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
点
で
、
東
北
地
方
・
太
平
洋
沖
地
震
「
衝
撃
期
」
に
お
い
て
行
政
の
第
一
線
で
指
揮
を
と
っ
た
、
岩
手
県
総
務
部
総
合
防
災
室
防

災
危
機
管
理
監
・
越
野
修
三
（
元
・
陸
上
自
衛
隊
第
13
師
団
司
令
部
第
３
部
長
〈
作
戦
幕
僚
〉、 

１
等
陸
佐
）
の
言
質
は
、
貴
重
な
教
訓

を
投
げ
か
け
て
い
る
。

「�『
闘
い
』
は
突
然
は
じ
ま
っ
た
。
東
日
本
大
震
災
津
波
と
の
闘
い
で
あ
る
。
‥
‥
そ
も
そ
も
こ
の
未
曾
有
の
災
害
に
闘
い
を
挑
む
こ

と
自
体
が
無
謀
な
こ
と
だ
っ
た
の
だ
。
自
然
災
害
に
人
間
が
勝
と
う
と
思
う
こ
と
さ
え
傲
慢
な
の
だ
。
勝
負
は
初
め
か
ら
わ
か
っ
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て
い
た
。
し
か
し
、
災
害
そ
の
も
の
と
の
闘
い
で
は
な
く
、
我
々
が
闘
っ
て
い
た
の
は
、
災
害
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
個
々
の

事
象
と
の
闘
い
だ
っ
た
。」（
越
野
修
三 

『
東
日
本
大
震
災
津
波
―
岩
手
県
防
災
危
機
管
理
監
の
一
五
〇
日
』 

平
成
24
年
７
月
１
日 

株
式
会
社
ぎ
ょ
う
せ
い 

傍
線
は
田
中
に
よ
る
）。

　
越
野
修
三
・
岩
手
県
防
災
危
機
管
理
監
の
こ
の
言
葉
（
指
摘
）
は
、「
危
機
管
理
の
社
会
学
」
の
「
創
出
」
を
企
図
す
る
筆
者
に
強
い

衝
撃
を
与
え
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
上
記
の
「
指
摘
」
は
大
災
害
の
「
衝
撃
期
」
に
お
け
る
自
衛
隊
や
行
政
等
の
組
織
的
対
応
や
組
織
間

対
応
の
あ
り
方
を
探
る
（
練
る
）
社
会
学
の
研
究
者
に
、（
戦
後
の
「
非
武
装
中
立
論
に
集
約
さ
れ
た
平
和
主
義
」
の
よ
う
な
観
念
的
思

考
に
偏
る
の
で
は
な
く
）
災
害
の
実
情
（「
緊
急
社
会
シ
ス
テ
ム
」）
に
則
し
た
実
証
的
か
つ
合
理
的
・
実
践
的
研
究
を
突
き
付
け
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
点
で
、
自
衛
隊
の
組
織
的
対
応
を
記
す
各
種
の
記
録
は
、
災
害
の
社
会
学
的
分
析
・
研
究
、
と
く
に
「
危
機
管
理
の
社
会
学
」
に

と
っ
て
大
き
な
意
義
を
も
つ
。
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写真６　上空から捉えた大槌町の被害状況。海浜部を中心に町の大部分が津波に

よって破壊され、流失している。　　

� 田中伯知撮影（2011年４月５日午前８時50分）
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写真７　上空から捉えた岩手県山田町の被害状況。下の表には、山田町における

陸上自衛隊の支援活動の実績が示されている。

� 田中伯知撮影（2011年４月５日午前８時46分）

岩手県山田町における活動実績（３／ 11 ～７／ 26）

区　　　分 成　　　果

延派遣人員数 ※　陸自（3i, 9A, 2-11Log, 387Eco, FAD/S, 2Cml）
のべ約７４，５００名

（うち 9A：のべ約２３，２００名）
空自（北部航空方面隊（三沢・千歳基地、山田分屯基地））

のべ約２１，１００名
約のべ約９５，６００名

ご遺体収容数 約２１０体

生活支援

給　　食 約１０９，６００食

給　　水 約７６０ｔ

入　　浴 約４４，２００人

患者輸送 約２４０名

診療者数 約１，６００名

瓦礫の撤去 約２３，８００㎡

※　部隊の詳細　第３普通科連隊（名寄）、第９特科連隊、第２後方支援連隊（旭川）、第９後方支援連隊（八戸）
　　第 11 後方支援連隊（真駒内）、第 387 施設中隊（岩手）、特科直接支援中隊（岩手）、第２化学防護隊（旭川）
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（
３
）
多
く
の
国
民
の
思
い

―
期
待
と
評
価

―

　
本
稿
の
目
的
の
一
端
は
、
以
上
の
脈
絡
を
も
と
に
、「
災
害
」（
既
存
の
社
会
構
造
及
び
そ
の
機
能
が
急
激
に
「
停
止
」
ま
た
は
「
瓦
解
」

を
引
き
起
こ
す
現
象
）
の
「
衝
撃
期
」
に
お
け
る
人
間
社
会
の
様
々
な
「
対
処
」・「
対
応
行
動
」（R

e
sp

o
n
se

s

）
の
事
例
・
実
態
及
び

そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
実
証
的
に
捉
え
、
わ
が
国
の
社
会
学
研
究
の
領
域
の
中
に
、
領
域
社
会
学
・
専
門
別
社
会
学
と
し
て
の
「
危
機
管
理
の

社
会
学
」（S

o
c
io

lo
g
y
 o

f E
m

e
rg

e
n
c
y
 M

a
n
a
g
e
m

e
n
t

）
を
確
立
す
る
た
め
の
条
件
を
探
る
こ
と
に
あ
る
。

　
こ
の
点
で
、
地
震
・
津
波
の
「
衝
撃
」
直
後
に
お
け
る
陸
・
海
・
空
３
自
衛
隊
（「
統
合
任
務
部
隊
」）
の
と
っ
た
救
助
活
動
（「
組
織

的
対
応
」）
は
、
災
害
社
会
学
、
危
機
管
理
の
社
会
学
の
視
点
か
ら
見
る
と
、「
衝
撃
期
」
に
お
け
る
人
間
社
会
の
対
応
を
記
す
貴
重
な
「
内

容
」・「
事
例
」
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
活
動
は

―
す
な
わ
ち
、
多
く
の
隊
員
自
身
が
被
災
し
た
状
況
の
中
で
（「
家
族
が
被
災
し

た
隊
員
３
７
４
名
」、「
被
災
家
族
で
亡
く
な
っ
た
方
３
４
４
名
」、「
負
傷
者
51
名
」、「
安
否
不
明
者
１
２
１
名
」）、
自
衛
隊
が
と
っ
た
「
組

織
的
対
応
」
は

―
、
心
あ
る
多
く
の
人
び
と
に
と
っ
て
自
衛
隊
こ
そ
が
国
家
、
国
民
の
「
最
後
の
砦
」
で
あ
る
こ
と
を
彷
彿
と
さ
せ
た

（
田
中
伯
知
『
勇
気
と
寡
黙
そ
し
て
祈
り

―
東
北
地
方
・
太
平
洋
沖
地
震
に
お
け
る
陸
上
自
衛
隊
の
被
災
者
支
援

―
』 

平
成
25
年

（
２
０
１
３
年
）
11
月
30
日
　
早
稲
田
大
学
危
機
管
理
研
究
会
報
告
書
・「
平
成
24
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
」
研
究
の
報
告

書
49
頁
参
照
）。

　
こ
の
事
実
は
各
種
世
論
調
査
の
結
果
を
通
し
て
説
明
で
き
る
。
例
え
ば
、『
読
売
新
聞
』
が
「
東
日
本
大
震
災
」
か
ら
約
半
年
が
経
っ

た
平
成
23
年
９
月
３
～
４
日
に
実
施
し
た
全
国
世
論
調
査
（
面
接
方
式
）
の
結
果
で
は
、「
震
災
」
に
関
わ
る
各
組
織
・
機
関
等
の
活
動
「
評

価
」（
複
数
回
答
）
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
１
位
「
自
衛
隊
」
82
％
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
73
％
、「
消
防
」（
52
％
）、「
被
災
地
の
自
治
体
」

（
42
％
）、「
警
察
」（
40
％
）、「
政
府
」（
６
％
）、「
国
会
」（
３
％
）
等
の
順
に
な
っ
て
い
る
（
田
中
伯
知
『
勇
気
と
寡
黙
そ
し
て
祈
り

―
東
北
地
方
・
太
平
洋
沖
地
震
に
お
け
る
陸
上
自
衛
隊
の
被
災
者
支
援

―
』 

96
頁
参
照
）。
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震
災
後
、
君
塚
栄
治
・
陸
上
幕
僚
長
（
震
災
時
、

陸
・
海
・
空
３
自
衛
隊
統
合
部
隊
指
揮
官
）
の
今

上
陛
下
に
た
い
す
る
ご
進
講
の
折
り
、
ご
会
食
と

な
っ
た
が
、
そ
の
際
の
陛
下
の
お
言
葉
（「
自
衛

隊
こ
そ
が
国
家
、
国
民
の
『
最
後
の
砦
』
だ
っ
た

の
で
す
ね
。」）
は
、前
述
の
大
多
数
の
国
民
の
「
心

情
」
を
象
徴
し
、
集
約
す
る
も
の
と
言
え
る
。
こ

の
天
皇
陛
下
の
お
言
葉
は
、（「
文
書
」
に
残
さ
ず
）

直
ち
に
、君
塚
栄
治
・
陸
将
か
ら
各
方
面
総
監
（
北

部
方
面
総
監
・
東
北
方
面
総
監
・
東
部
方
面
総
監
・

中
部
方
面
総
監
・
西
部
方
面
総
監
）
に
口
頭
で
伝

達
さ
れ
た
。

　
果
敢
な
救
助
・
救
援
活
動
が
続
く
中
、
被
災
地

を
始
め
全
国
各
地
か
ら
多
く
の
心
温
ま
る
激
励
と

感
謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
各
部
隊
・
隊
員
に
届
い
て

い
る
。
雪
の
残
る
屋
外
に
野
営
し
、
ま
た
泥
の
中

に
体
を
沈
め
、
黙
々
と
行
方
不
明
者
の
「
捜
索
」

に
当
た
る
隊
員
の
「
姿
」
は
、
多
く
の
心
あ
る
国

民
に
深
い
印
象
と
感
動
を
刻
み
込
ん
だ
。

写真８　新潟県中越地震災害派遣時の行幸啓写真。2004年11月６日、小千谷市の

「グリーンヒル白山」（「白山運動公園の多目的広場」）にて陸上自衛隊第12旅

団司令部広報室撮影。写真右から、第２普通科連隊長・阿部金二１等陸佐（故

人）、第30普通科連隊長・今金元1等陸佐、第12ヘリコプター隊隊長・市村勝

１等陸佐、航空自衛隊新潟救難隊隊長・田中博美１等空佐。同「グリーンヒ

ル白山」の多目的グランド（緊急時のドクター・ヘリ等の「離着陸場」）脇

において両陛下から、労いと激励をうける自衛隊、警察、消防、行政等の関

係者。
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写真９－１　陸前高田市学校給食センター内の配送車用車庫の中に設けられた第

５普通科連隊指揮所を視察、激励する佐藤正久・自民党参議院議員。佐藤

議員の隣は、（左側から）連隊の支援活動の説明に当たる西帯野輝男・連隊

長と岩上隆安２等陸佐・同連隊作戦幕僚（「第３科長」）。イラクでのPKO活

動（「第１次復興業務支援隊長」）を経験した佐藤正久議員（自衛隊OB、ア

メリカ陸軍指揮幕僚大学に留学、元・１等陸佐、イスラム文化の風習に倣い

口ヒゲをたくわえイラクに赴いたことから「ヒゲの隊長」と呼ばれた。）は、

白米の缶詰と水、具のない味噌汁などの「戦闘糧食」（粗食）でがんばり続

ける隊員や同連隊の指揮所要員を労いながら、熱心に自衛隊の支援活動の説

明に聞き入っていた。（当日、陸前高田市立第1中学校体育館の一室で行われ

た西帯野輝男・連隊長や岩上隆安２等陸佐・同連隊作戦幕僚等との「昼食会」

で出された食事の内容は、①ほとんど具のない冷えたドライカレーと ②冷

えた一杯のお茶だけであった。部隊の灯油は、被災者の食事の準備にとって

極めて貴重であった。）

� 田中伯知撮影（2011年４月５日午前11時34分）
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写真９－２　陸前高田市立第１中学校体育館で不自由な避難所生活を強いられる

人たち。� 田中伯知撮影（2011年４月５日午前10時35分）

　
陸
上
自
衛
隊
第
14
旅
団
（
旅
団
長
・
井
上
武
陸
将
補
）
広
報
誌
に
紹
介

さ
れ
た
『
う
み
ち
ゃ
ん
か
ら
の
手
紙
』
等
は
そ
の
例
で
あ
る
。

『
４
月
６
日
14
時
00
分
頃
、（
陸
上
自
衛
隊
）
第
14
特
科
隊
集
結
地
前

に
お
い
て
、
小
さ
な
女
の
子
が
隊
員
に
近
づ
い
て
き
て
、「
は
い
、

こ
れ
」
と
言
い
な
が
ら
、
手
紙
を
渡
す
。
手
紙
を
開
く
と
、
か
わ
い

ら
し
い
字
で
「
じ
え
い
た
い
さ
ん
へ
」
と
の
見
出
し
が
あ
る
。

「
じ
え
い
た
い
さ
ん
へ
。
げ
ん
気
で
す
か
。
つ
な
み
の
せ
い
で
、
大

川
小
学
校
の
わ
た
し
の
お
と
も
だ
ち
が
み
ん
な
し
ん
で
し
ま
い
ま
し

た
。
で
も
、
じ
え
い
た
い
さ
ん
が
が
ん
ば
っ
て
く
れ
て
い
る
の
で
、

わ
た
し
も
が
ん
ば
り
ま
す
。
日
本
を
助
け
て
く
だ
さ
い
。
い
つ
も
お

う
え
ん
し
て
い
ま
す
。

じ
え
い
た
い
さ
ん
あ
り
が
と
う
。
う
み
よ
り
」

小
さ
な
小
さ
な
こ
ど
も
か
ら
、
受
け
取
っ
た
、
大
き
な
大
き
な
励
ま

し
の
言
葉
で
あ
っ
た
。』

　
こ
の
時
、「
う
み
ち
ゃ
ん
」
か
ら
手
紙
を
受
け
取
っ
た
隊
員
は
、
陸
上

自
衛
隊
第
14
旅
団
第
14
戦
車
中
隊
（
岡
山
県
日
本
原
駐
屯
地
）
に
属
す
る

石
井
宣
広
３
等
陸
曹
で
あ
る
。
大
川
小
学
校
の
近
く
の
追
波
川
河
川
運
動
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公
園
に
設
け
ら
れ
た
自
衛
隊
の
宿
営
地
で
の
出
来
事
で
あ
る
。「
う

み
ち
ゃ
ん
」
が
綴
っ
た
手
紙
は
、
第
14
旅
団
の
隊
員
の
「
心
」
を
大

き
く
揺
り
動
か
し
た
ば
か
り
か
、
救
援
活
動
に
携
わ
る
す
べ
て
の
隊

員
の
士
気
と
使
命
感
を
奮
い
立
た
せ
た
。「
じ
え
い
た
い
さ
ん
が
が

ん
ば
っ
て
く
れ
て
い
る
の
で
、
わ
た
し
も
が
ん
ば
り
ま
す
。
日
本
を

助
け
て
く
だ
さ
い
。」
と
い
う
言
葉
は
、
壊
滅
的
打
撃
を
被
り
、
悲

し
み
に
包
ま
れ
た
被
災
者
と
「
向
き
合
う
」
隊
員
に
と
っ
て
、
か
け

が
え
の
な
い
大
き
な
「
心
」
の
糧
と
な
っ
た
。

（
田
中
伯
知
『
勇
気
と
寡
黙
そ
し
て
祈
り
―
東
北
地
方
・
太
平
洋
沖

地
震
に
お
け
る
陸
上
自
衛
隊
の
被
災
者
支
援
―
』 

２
０
１
３
年 

早

稲
田
大
学
危
機
管
理
研
究
会
報
告
書
・「
平
成
24
年
度
文
部
科
学
省

科
学
研
究
費
補
助
金
」
研
究
の
報
告
書
を
参
照
）

資料１　「うみちゃん」からの手紙
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写真９－３　陸前高田市立第1中学校体育館で避難所生活を送る人たちを労う佐

藤正久・自民党参議院議員（「ヒゲの隊長」）。後ろの自衛官は、（右から）自

衛隊岩手地方協力本部本部長・髙橋俊哉１等陸佐と陸上自衛隊第９師団第５

普通科連隊運用訓練幹部・今野正伸１等陸尉、また、写真中央の人物は佐藤

正久議員の視察に同行中の内藤隆氏。佐藤議員は、避難所生活を送る被災者

の方たちに、「特に、何か困るような事はありませんか。」などと問いかけな

がら、被災地の「声」を懸命に聞き取っていた。被災者の方から、「テレビ

でよく見る方ですよね。」とか、「民主党の方ですよね。」などの声が出たが、

佐藤議員は枝葉末節なことなど気にもかけず、静かな態度で被災者の「言葉」

をかみしめるようにして聞き入っていた。日本という国（囻）の政治家とし

ての責務を自ら見定めているかのように思えた。

� 田中伯知撮影（2011年４月５日午前11時20分）
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「
　
た
す
け
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
♡�

し
お
り
よ
り

　

　
４
才
の
娘
が
自
分
で
考
え
て
書
き
ま
し
た
。『
た
す
け
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
♡
』
で
す
。
本
当
に
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
か
お
気
を
つ
け
て
。
埼
玉
県
よ
り
感

謝
を
込
め
て
‥
‥
。
　
」

資料２　感謝の手紙

田中伯知撮影（於：自衛隊東京地方協力本部練馬地域事務所）
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写真10　平成23（2011）年３月22日、第9師団に配属されて岩手県釜石市で医療

支援（活動）に当たる女性隊員（陸上自衛隊第９師団司令部提供）第９後方

支援連隊（現・第９師団司令部付隊）・秋元力・１等陸曹撮影

写真11　岩手県宮古市田老地区で災害救助活動に従事する陸上自衛隊第２師団第

２戦車連隊。瓦礫の除去と並行して行方不明者の救助活動中に、強風にあお

られ舞い散る粉塵と打ち上げられたヘロド等から身体を防護するため、隊員

には防塵マスクが配布された。過酷な環境を背景に、質素な「戦闘糧食」で

奮戦する隊員達の肺疾患等を予防するためである。
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「
　
陸
上
自
衛
隊
の
皆
様
（
夜
分
遅
く
に
失
礼
致
し
ま
す
）

い
つ
も
い
つ
も
、
災
害
時
に
は
私
達
に
な
り
替
わ
り
救
助
、

救
命
、
救
助
活
動
に
あ
た
っ
て
下
さ
り
大
変
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。

今
回
の
震
災
に
お
い
て
も
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
い
る
事
に

日
本
の
誇
り
で
あ
る
と
感
じ
る
他
に
あ
り
ま
せ
ん
。

私
達
の
想
造
（
像
？
）
を
超
え
る
現
場
で
の
ご
活
動
お
疲
れ

様
で
ご
ざ
い
ま
す
!!

皆
様
の
命
が
け
の
ご
活
動
を
想
い
ま
す
と
涙
が
止
ま
り
ま
せ

ん
。

重
ね
重
ね
申
し
上
げ
ま
す
が
、
皆
様
は
私
達
日
本
人
の
誇
り

で
す
!!

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
!!

心
よ
り
応
援
さ
せ
て
頂
き
ま
す
!!
　
」

�

（
原
文
の
マ
マ
）

資料３　感謝の手紙

田中伯知撮影（於：自衛隊東京地方協力本部練馬地域事務所）
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　「
　
陸
上
自
衛
隊
の
皆
様
へ

こ
の
度
は
、
こ
の
「
東
日
本
大
震
災
」
の
災
害
地
で
こ
の
國

の
為
又
私
達
国
民
の
為
に
命
が
け
で
働
い
て
下
さ
っ
て
い
る

姿
を
テ
レ
ビ
で
見
さ
せ
て
頂
き
、
本
当
に
頭
が
下
が
り
心
か

ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

あ
ま
り
に
悲
惨
な
状
況
に
声
も
出
な
い
状
態
で
す
が
、
自
衛

隊
の
皆
様
は
私
達
一
人
一
人
の
か
わ
り
に
被
災
地
に
行
か
れ

一
人
で
も
多
く
の
方
を
助
け
て
下
さ
る
姿
は
、
何
も
出
来
て

い
な
い
私
達
に
も
勇
気
、
力
を
与
え
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。

本
当
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

又
隊
員
の
ご
家
族
の
方
々
に
も
本
当
に
感
謝
で
す
。

今
私
に
自
分
に
出
来
る
事
は
、
陰
な
が
ら
一
日
で
も
早
く
被

災
者
の
方
々
を
今
の
状
況
よ
り
少
し
で
も
良
く
な
る
様
祈
ら

せ
て
頂
く
こ
と
、
自
衛
隊
の
皆
様
へ
の
心
か
ら
の
感
謝
の
思

い
を
送
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。（
原
文
の
マ
マ
）

�

福
岡

　
60
才

　
主
婦
」

資料４　感謝の手紙

田中伯知撮影（於：自衛隊東京地方協力本部練馬地域事務所）
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　「
　
自
衛
隊
の
隊
員
の
方
々
へ

高
崎
で
小
さ
な
幼
児
教
室
を
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
地
震
を
教
室
内
で
う
け
た
こ
と
も
あ
り
子
供
達
が

『
ど
う
し
て
も
何
か
し
た
い
』
と
の
意
向
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
２
～
６
才
の
子
供
達
の
た
め
、
特
に
で
き
る
事
が
な

い
な
か
い
つ
も
お
散
歩
の
際
に
手
を
振
っ
て
い
る
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
の
お
じ
さ
ん
た
ち
が
、
被
災
地
で
困
っ
て
い
る
方
々
の

お
手
伝
い
を
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
と
、「
お
手
紙
を
か

く
!!
」
と
言
い
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
思
い
を
込
め
て
、
子

供
な
り
に
一
生
懸
命
に
か
き
ま
し
た
。

何
も
で
き
な
い
子
供
た
ち
で
す
が
、
被
災
地
で
お
手
伝
い
下

さ
る
隊
員
の
方
々
を
心
か
ら
応
援
し
尊
敬
し
、
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

援
助
の
為
に
働
い
て
下
さ
る
隊
員
の
方
々
を
、
心
か
ら
応
援

し
て
い
る
子
供
た
ち
が
い
る
と
思
っ
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も
お
体
を
大
切
に
。
御
活
躍
を
お
祈
り
し

て
い
ま
す
。（
原
文
の
マ
マ
）

�
Ｓ
Ｏ
・
ボ
ス
コ
（
？
）　
こ
ど
も
の
い
え
鎌
田
」

資料５　感謝の手紙

田中伯知撮影（於：自衛隊東京地方協力本部練馬地域事務所）
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　「
　
隊
員
の
皆
様
　
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
当
に
大
変
な
現
場
で
あ
る
と
お
察
し
し
ま
す
。

ご
無
理
を
な
さ
っ
て
い
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
休
め
る
時
に

は
し
っ
か
り
と
お
休
み
下
さ
い
。
く
れ
ぐ
れ
も
体
調
を
く
ず

さ
れ
ぬ
よ
う
に
‥
‥
。

活
動
さ
れ
て
い
る
姿
を
心
強
く
、頼
も
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
無
事
な
任
務
完
遂
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。
　
」

　
地
震
が
発
生
し
約
３
年
半
が
経
つ
。
今
も
、「
災
害
」
現
場
で

救
助
活
動
に
深
く
関
わ
っ
た
人
た
ち
の
中
に
、
自
ら
そ
の
「
命
」

を
絶
っ
て
し
ま
う
事
例
が
聞
か
れ
る
。
被
災
し
、
生
き
残
っ
た
に

も
拘
わ
ら
ず
自
殺
を
遂
げ
た
警
察
官
の
場
合
や
、
さ
ら
に
盛
岡
か

ら
取
材
に
当
た
っ
て
い
た
新
聞
記
者
の
中
に
、
余
り
に
も
ひ
ど
い

被
害
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
心
の
バ
ラ
ン
ス
を
欠
き
自
殺
を
遂

げ
た
方
が
い
る
と
言
わ
れ
る
。
ま
た
、
報
道
で
は
ほ
と
ん
ど
取
り

上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、
今
も
自
衛
官
の
「
心
」
に
深
い
傷

跡
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
自
衛
隊
岩
手
地
方
協
力
本
部
本
部
長
・

髙
橋
俊
哉
１
等
陸
佐
（
現
・
防
衛
省
防
衛
研
究
所
主
任
研
究
官
）

資料６　感謝の手紙

田中伯知撮影（於：自衛隊東京地方協力本部練馬地域事務所）
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は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
人
は
、
非
常
時
に
は
強
い
緊
張
感
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
。
大
事
な
こ
と
は
、
任
務
が
終
了
し
、
現
場

を
離
れ
普
段
の
生
活
に
も
ど
っ
た
後
だ
」。
こ
の
言
葉
は
、「
災
害
派
遣
」
に
深
く
関
わ
っ
た
多
く
の
仲
間
の
自
衛
官
に
向
け
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
。

　
本
研
究
（「
い
ざ
、
東
北
沿
岸
へ

―
自
衛
隊
岩
手
地
方
協
力
本
部
・
本
部
長
と
共
に

―
（
そ
の
３
）」）
に
際
し
、
陸
上
自
衛
隊
第

９
師
団
司
令
部
広
報
室
（
広
報
室
長
・
尾
形
朋
子
３
等
陸
佐
）、
及
び
防
衛
省
自
衛
隊
東
京
地
方
協
力
本
部
練
馬
地
域
事
務
所
（
所
長
・

手
島
栄
二
３
等
陸
佐
、
市
川
真
也
海
曹
長
、
村
上
誉
１
等
陸
曹
、
大
塚
直
樹
２
等
陸
曹
、
日
朝
智
昭
３
等
空
曹
）
の
協
力
を
得
た
。
こ
こ

に
、
深
く
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

�

〈
２
０
１
４
年
（
平
成
26
年
）
11
月
30
日
脱
稿
〉

　
本
稿
は
、①
早
稲
田
大
学
２
０
１
４
年
度
特
定
課
題
研
究
Ａ
（
一
般
助
成
、個
人
研
究
）、②
早
稲
田
大
学
２
０
１
４
年
度
特
定
課
題
（
基

礎
助
成
、
個
人
研
究
）、
及
び
③
日
本
私
学
教
育
研
究
所
委
託
研
究
員
（
２
０
１
４
年
度
）
の
各
「
研
究
助
成
」
を
受
け
て
行
っ
た
研
究

成
果
の
一
端
で
あ
る
。
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（
付
）　
第
２
回

　
岩
手
県
沿
岸
部
現
地
調
査
概
要
　（
平
成
23
年
10
月
実
施
）

―
東
日
本
大
地
震
「
衝
撃
期
」
に
お
け
る
自
衛
隊
の
組
織
的
救
援
活
動
の
検
証

―

〔1〕
　
10
月
10
日
（
祭
日
）「
は
や
て
１
０
９ 

号
」
に
て
東
京
を
出
発
。

〔2〕
　
10
月
11
日
（
火
曜
、
代
休
）　
午
前
９
時
、
盛
岡
（
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ホ
テ
ル
盛
岡
）
を
自
衛
隊
岩
手
地
本
の
車
両
に
て
陸
前
高
田
へ

出
発
。
同
行
者
、
岩
手
地
本
・
本
部
長
高
橋
拓
哉
一
等
陸
佐
、
中
川
原
秀
治
二
等
陸
曹
、
塚
澤
幸
織
二
等
陸
曹
の
３
名
。

東
北
自
動
車
道
→
釜
石
道
→
国
道
２
８
３
号
→
国
道
１
０
７
号
→
国
道
３
４
０
号
（
に
入
っ
た
の
は
午
前
11
時
19
分
頃
）

経
由
。
陸
前
高
田
到
着
は
、
12
時
30
分
頃
。
市
役
所
の
内
部
等
詳
し
く
調
査
し
、
帰
路
（
上
記
の
逆
の
コ
ー
ス
）
に
つ
き
、

再
度
、
自
衛
隊
の
前
進
ル
ー
ト
の
確
認
（
写
真
撮
影
等
）
を
行
い
な
が
ら
、
盛
岡
市
内
に
到
着
。

午
後
６
時
か
ら
、
自
衛
隊
岩
手
地
本
の
接
待
を
受
け
、
盛
岡
市
内
の
高
級
飲
食
店
で
髙
橋
拓
哉
一
等
陸
佐
と
会
食
。
た
だ

し
、
互
い
に
飲
酒
は
行
わ
ず
、
自
衛
隊
の
今
回
の
災
害
派
遣
の
特
徴
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
等
を
行
う
。

　
髙
橋
本
部
長
よ
り
、
以
下
の
資
料
を
受
け
取
る
。

①
　『
陸
上
自
衛
隊
岩
手
駐
屯
地
・
東
日
本
大
震
災
「
災
害
派
遣
」
記
録
集
』（
２
部
）

⑴
「
陸
前
高
田
市
民
体
育
館
の
状
況
概
要
」

避
難
者
は
ほ
ぼ
全
員
津
波
に
よ
っ
て
死
亡
し
た
模
様
。

体
育
館
の
壁
に
か
け
ら
れ
た
時
計
は
、
午
後
３
時
30
分
を
指
し
て
止
っ
て
い
た
。
地
震
発
生
の
翌
日
（
３
月
12
日
）
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に
第
５
普
通
科
連
隊
（
青
森
）
が
救
援
に
駆
け
つ
け
た
時
に
は
、
２
～
３
名
の
避
難
者
が
天
井
の
構
造
物
に
し
が
み

つ
い
て
い
た（
生
存
者
は
こ
の
２
～
３
名
の
避
難
者
の
み
）。
床
に
は
、１
０
０
体
ほ
ど
の
遺
体
が
残
さ
れ
て
い
た
が
、

他
は
、
津
波
で
流
さ
れ
た
模
様
（
上
記
の
生
存
者
の
証
言
）。（
第
５
普
通
科
連
隊
は
、
瓦
礫
が
ひ
ろ
が
る
道
路
を
前

進
し
な
が
ら
、
避
難
所
と
な
っ
て
い
た
市
民
体
育
館
に
た
ど
り
つ
い
た
。）
―
岩
手
地
本
・
髙
橋
本
部
長
の
現
地
で

の
説
明
。

　
上
記
は
、
強
い
余
震
が
襲
い
、
津
波
の
脅
威
が
続
く
災
害
の
「
衝
撃
期
」
に
お
い
て
、
陸
前
高
田
に
お
い
て
陸
上

自
衛
隊
が
と
っ
た
組
織
的
対
応
と
人
命
救
助
活
動
を
社
会
学
的
に
分
析
す
る
た
め
の
一
例
と
な
る
。

⑵
「
津
波
で
全
滅
し
た
「
陸
前
高
田
市
役
所
庁
舎
」
の
内
部
調
査
、
及
び
自
衛
隊
の
前
進
経
路
の
確
認
作
業
等
を
行
う
。

〔3〕
　
10
月
12
日
（
水
曜
、
研
究
日
）　
午
前
８
時
、
盛
岡
（
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ホ
テ
ル
盛
岡
）
を
自
衛
隊
岩
手
地
本
の
車
両
に
て
出
発
。
午

前
９
時
陸
上
自
衛
隊
岩
手
駐
屯
地
（
岩
手
郡
滝
沢
村
） 

到
着
。
同
行
者
、
岩
手
地
本
・
本
部
長
髙
橋
拓
哉
一
等
陸
佐
、
中

川
原
秀
治
二
等
陸
曹
、
塚
澤
幸
織
二
等
陸
曹
。
ま
た
、
次
の
2
点
の
資
料
を
収
集
。

①
　『
岩
手
隊
区
長
か
ら
見
た
観
た
東
日
本
大
震
災
災
害
派
遣
活
動
』（「
厳
正
な
取
り
扱
い
を
要
す
る
」）

②
　『
岩
手
県
に
お
け
る
災
害
派
遣
活
動
の
軌
跡
』（
第
９
特
科
連
隊
）

午
前
10
時
、
陸
上
自
衛
隊
岩
手
駐
屯
地
（
岩
手
県
岩
手
郡
滝
沢
村
） 

出
発
。
岩
手
駐
屯
地
→
国
道
４
号
線
→
国
道
３
９
６

号
（
遠
野
ま
で
同
ル
ー
ト
を
走
る
）
→
国
道
２
８
３
号
線
（
沿
い
の
「
道
の
駅
」（
遠
野
）
で
昼
食
）
→
再
び
、
国
道

２
８
３
号
を
走
る
→
国
道
３
４
０
号
線
→
県
道
26
号
→
大
槌
市
街
→
国
道
45
号
線
を
南
下
→
釜
石
市
街
→
国
道
２
８
３
号
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線
を
遠
野
へ
向
か
う
→
２
８
３
号
線
の
バ
イ
パ
ス
（
仙
人
峠
越
え
）
→
国
道
３
４
０
号
線
→
国
道
２
８
３
号
線
→
釜
石
道

→
東
北
自
動
車
道
→
盛
岡
→
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ホ
テ
ル
盛
岡
（
午
後
６
時
す
ぎ
到
着
）。

「
第
９
高
射
特
科
大
隊
の
大
槌
へ
の
前
進
ル
ー
ト
の
検
証
」

発
災
当
日
（
３
月
11
日
）、
県
庁
に
出
向
い
て
い
た
岩
手
地
本
髙
橋
本
部
長
か
ら
第
９
師
団
司
令
部
に
情
報
が
入
る
（
県

と
自
衛
隊
と
の
組
織
的
対
応
の
具
体
例
）。

―
（
髙
橋
本
部
長
は
、山
本
敦
督
第
９
師
団
幕
僚
長
に
以
下
の
連
絡
を
行
う
。

「
現
在
、
大
槌
に
約
１
、０
０
０
名
の
直
ち
に
処
置
を
下
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
住
民
が
い
る
。」）。
当
時
の
第
９
師
団
司

令
部
の
状
況
は
、
約
半
分
が
川
崎
郎
副
師
団
長
（
陸
将
補
）
の
も
と
岩
手
県
庁
に
向
け
移
動
中
で
あ
っ
た
。
師
団
長
（
林

一
也
陸
将
）
と
山
本
敦
督
一
等
陸
佐
は
ま
だ
青
森
に
い
た
（
自
衛
隊
の
組
織
的
対
応
の
具
体
例
）。

―

　
そ
の
た
め
、
釜
石
に
前
進
中
の
第
９
高
射
特
科
大
隊
に
次
の
新
た
な
命
令
が
下
さ
れ
た
。「
前
進
目
標
を
釜
石
と
あ
る

を
大
槌
に
変
更
す
」（
自
衛
隊
の
組
織
的
対
応
の
具
体
例
）。

　
夜
、
盛
岡
駅
周
辺
等
で
東
北
の
災
害
資
料
等
を
検
索
・
収
集
。

①
　『
岩
手
』

②
　『
復
興
支
援
地
図
』

③
　『
こ
れ
が
津
波
だ
』

〔4〕
　
10
月
13
日
（
木
曜
）　「
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ホ
テ
ル
盛
岡
」
で
現
地
収
集
資
料
の
一
部
を
東
京
へ
発
送
後
、
岩
手
県
庁
で
特
命
参
事
・
越

野
修
三
氏
（
元
岩
手
県
危
機
管
理
官
）
と
連
絡
調
整
。
そ
の
後
盛
岡
市
内
の
大
型
書
店
を
ま
わ
り
、
東
北
の
災
害
資
料
等

を
検
索
・
収
集
。
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①
　『
岩
手
県
道
路
地
図
』

そ
の
後
、
新
幹
線
に
て
帰
京
。


